
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

月 
 

日 

名
前
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

   
 
 

長
い
文
を
読
む
と
き
に
は
、
次
の
例
の
よ
う
に
、
主
語
と
述
語
と
の
関
係
に
注
意
す
る
と
意
味
が
分
か
り
や
す

く
な
り
ま
す
。 

 
 
 

の
中
の
文
で
、
主
語
を
示
す 

 
 
 
 

部
ア
・
イ
の
述
語
に
当
た
る
も
の
を
、 

 
 

 

線
部
１
か
ら
４
ま
で
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
ん
で
、
そ
の
番
号
を

、
、
、
書
き
ま
し
ょ
う
。 

   

    

   
 
 

次
の 

 
 
 
 
 
 
 

の
中
の 

 
 
 
 
 
 

部
に
は
、
二
つ
の
内
容
が
ふ
く
ま
れ
て
い
ま
す
。「
ご
ん
」
を
主
語
に
し
て
、

二
つ
の
文
に
分
け
て
書
き
ま
し
ょ
う
。 

        

一 二 ク
リ
ア
問
題 

五
月
（皐
月
） 

 

言
葉
の
き
ま
り 

（
主
語
と
述
語
） 





〔参考〕過去の調査における正答率 

問題番号 調査の名称（実施学年） 
 正答率（％） 

（左：全国  右：長野県） 

一 平成 23 年度 全国学力・学習状況調査（６年） 62.2  66.1 

二 平成 19 年度 全国学力・学習状況調査（６年） 57.8  59.2 

 

〔参考〕出題の趣旨 

一 文の中における複数の主語と述語とを照応することができるかどうかをみる。 

二 
物語の主人公について一文で書かれた内容を理解し，一文を二文の構成にして書き

換えることができるかどうかをみる。 

 

〔参考〕解答類型と反応率 

問題番号 解答類型 
反応率（％） 

（全国） 
自校の反応率 正答 

一 

 

1 アの述語に４，イの述語に１と解答しているもの 62.2  ◎ 

2 アの述語に４と解答しているが，イの述語に１と解答して

いないもの 

20.0   

3 アの述語に４と解答していないが，イの述語に１と解答し

ているもの 

7.0   

9 上記以外の解答 9.2   

0 無解答 1.6   

二 

 

（正答の条件） 

次の条件を満たして，二文に分けて書いている。 

①「（ごんは，）ひとりぼっちの小ぎつねでした。」 

②「（ごんは，）しだのいっぱいしげった森の中に， 

あなをほって住んでいました。」 

   

（正答例） 

「ひとりぼっちの小ぎつねでした。」「しだのいっぱいしげ

った森の中に，あなをほって住んでいました。」 

1 条件①，②のいずれも満たして解答しているもの 57.8  ◎ 

2 条件①は満たしているが，条件②は満たさないで解答して

いるもの 
7.8 

  

3 条件①は満たしていないが，条件②は満たして解答してい

るもの 
9.9 

  

4 条件①，②のいずれも満たさないで解答しているもの 20.0   

9 上記以外の解答 0.1   

0 無解答 4.4   

 

 

 

 

 

 


